




要約:平成 5 年度には運動により血管抵抗が低下することをインピーダンスを用いた心拍

出量測定・フィナプレスを用いた自動血圧測定から明らかにした。今年度はこの事実を高

血圧に対するハイリスクをもった妊婦に応用し妊娠性高血圧症の予防を試みた。妊娠初期

に行った運動負荷テストではハイリスク群の運動前血管抵抗は正常血圧群に比し高値を示

すものの運動中の低下は著明であった。そして妊娠中は"速歩"(1 日 30 分以上 5000 歩を

週 3 回以上)を行うことにより妊娠性高血圧症並びに分娩時高血圧症を予防することが出

来た。


